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論文の要旨及び判定理由 

野球の投球動作において、股関節は下肢から上肢へエネルギーを伝える運動器であり、

その機能の制限は投球障害の原因となりうることが報告されている。しかし、成長期野

球選手の股関節有症率と股関節の可動域と筋力を評価した報告は少ない。本研究は成長

期野球選手における股関節症状の有症率、投球側と非投球側の股関節の屈曲、内旋、外旋

可動域と内旋、外旋筋力及び年齢との関連を横断的に調査した。 

 本調査の結果では股関節有症の選手はおらず、投球側と非投球側の股関節内旋と外旋

可動域に有意差があり、年齢と股関節可動域は負の相関、年齢と筋力は正の相関があっ

た。本研究において成長期野球選手の股関節の有症者はまれであり、股関節に症状のな

い成長期野球選手の各年齢層における股関節可動域と筋力を評価し、股関節症状を有す

る成長期野球選手の股関節機能との比較の参考となりうる可能性を示したと認められ、

博士（医学）の学位に値するものと判定した。  
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